
腎機能低下と薬剤

•発見されていない腎機能低下例がある．

•いつの間にかの腎機能低下例がある．

•高齢者は腎機能が低下していることが多い．
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発見されていない腎機能低下例
症例M 初診生来健康(のつもり)

主訴:息切れ

•BUN 107.0 mg/dl

•S-Cr 15.13 mg/dl
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いつのまにかの腎機能低下例
症例K 糖尿病で通院中

主訴:食欲不振

•BUN 75.3 mg/dl

•S-Cr 5.74 mg/dl



腎機能低下と薬剤

•発見されていない腎機能低下例がある．

•いつの間にかの腎機能低下例がある．

•高齢者は腎機能が低下していることが多い．
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腎機能低下例に薬剤を使うときに
何に注意するか

•高血圧の治療をするとき．

•糖尿病の治療をするとき．

•等々

腎機能低下例に禁忌薬剤を使うときに
何に注意するか



よく見る参考図書



腎機能低下と薬剤

•降圧剤

•糖尿病薬

•造影剤

•抗菌薬(MRSA薬)

•輸液製剤



腎機能低下と降圧剤

ARB ACE は使う

•特に蛋白尿のある例(CKDガイドライン2013 p55)

•腎機能が悪くても注意(K, S-Cr)して使う

•禁忌にはなっていない(オルメテック添付文書)

•用量の制限があるものがある(ブロプレス添付
文書)
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腎機能低下と降圧剤

ARB ACE は使う

•「腎障害を伴う高血圧」にブロプレスを使用する
場合，12mg でも良いようなものですが，他に手
段があれば，あえてブロプレス12mgを選択する
理由はないでしょう．



腎機能低下と降圧剤

ARB ACE は使う

•「本態性高血圧」としてブロプレス12mgを処方し

ている患者さんに，何か検査や治療の都合で「
腎障害」などの病名が付くときには，8mgまで量
を減らす必要があります．



腎機能低下と降圧剤

アルダクトンは使いにくい

•慢性腎不全だからと言って，禁忌にはなってい
ない(アルダクトン添付文書)．

•アルドステロン拮抗作用による心保護が言われ
ていて心不全に使われる．
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腎機能低下と降圧剤

アルダクトンは注意して使う

•いつの間にかの腎機能低下例がある．



腎機能低下と降圧剤

セララは禁忌です

•セララ添付文書

•いつの間にかの腎機能低下例があるので注意
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腎機能低下と糖尿病治療薬

ＳＵ剤は禁忌です

•ダオニール添付文書

•アマリール添付文書

•いつの間にかの腎機能低下例があるので注意
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腎機能低下と糖尿病治療薬

メトホルミンは禁忌です

•メトグルコ添付文書

•いつの間にかの腎機能低下例があるので注意
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腎機能低下と糖尿病治療薬

メトグルコは禁忌です

•メトグルコ添付文書

•いつの間にかの腎機能低下例があるので注意



いつのまにかの腎機能低下例
症例K 糖尿病で通院中

主訴:食欲不振

2013/07/02

•BUN 75.3 mg/dl

•S-Cr 5.74 mg/dl

2013/01/04

•BUN 23.3 mg/dl

•S-Cr 1.96 mg/dl

•メトグルコ

•アマリール



心機能低下と糖尿病治療薬

アクトスは心不全に禁忌です

•アクトス添付文書

•無造作に「心不全」にしてませんか
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腎機能低下と糖尿病治療薬

メトグルコと造影剤

•メトグルコ添付文書
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腎機能低下と糖尿病治療薬

メトグルコと造影剤

•ビグアナイド系糖尿病薬を服用している患者へのヨード造影剤
投与は，乳酸アシドーシスのリスクを増加させるか?

相互作用ということでなくて．．．

ヨード造影剤の投与により一過性に腎機能が低下した場合，乳
酸アシドーシスを発症するリスクとなる．ヨード造影剤を投与する
場合には，緊急検査時を除きビグアナイド系糖尿病薬を一時的
に休薬するなど，適切な処置を行うことを推奨する．



腎機能低下と糖尿病治療薬

メトグルコと造影剤

•ヨード造影時の措置（メトホルミン) - ヨード造影
時の措置〈国内・海外ガイドライン〉
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腎機能低下と糖尿病治療薬

メトグルコと造影剤

•ヨード造影時の措置（メトホルミン) - ヨード造影
時の措置〈圏内・海外ガイドライン〉



腎機能低下と糖尿病治療薬



腎機能低下とヨード系造影剤
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腎機能低下とヨード系造影剤

体重 50 kg として 50 ml/h

生食 500 を 10 時間かけて．．．
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腎機能低下とヨード系造影剤

7%のものを生食100mlに入れると
138.9 mEq/L になる
体重 50 kg として，150ml/時



腎機能低下とヨード系造影剤



腎機能低下とヨード系造影剤



腎機能低下とヨード系造影剤

脱水時，意識障害例に造影剤を使用して脳CT

腹痛で脱水時の造影剤を使用しての腹部CT

は注意が必要だと．



腎機能低下とガドリニウム
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腎機能低下とガドリニウム



腎機能低下と抗菌剤

抗MRSA薬

VCM 初日 15～25/kg を一回投与
以降透析日に7.5～10 mg

一週間したらTDM(Therapeutic Drug Monitoring)

TEIC 初回より3日間は腎機能正常者と同じ投与法(400～800mg/日)

以降透析日に3～6mg/透析

透析に至っていない保存期の慢性腎不全では用量調節がまた難しい．
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腎機能低下と抗菌剤



腎機能低下と輸液

特にアミノ酸含有

ビーフリードはＮＧ(添付文書→) 

プラスアミノもＮＧ(添付文書→)

キドミンはＯＫ(添付文書→)
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腎機能低下と薬剤

•他に手段があれば禁忌薬剤を使わない．

•使うのであればそれなりの理由が必要．


